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｢小国開放経済の新古典派成長モデルにおける

財政収支、経常収支そして貿易収支の勤学分析
：定額一括税と動学的最適化」

徳島武

１．はじめに

近年の国際マクロ経済学の分析は動学的最適化の手法が主流となり、多くの文

献で経常収支動学（CurrentAccountDynamics）の分析が試みられてきた。そ

の際近年における政府部門の役割は、ケインズ経済学が後退したといえども、無

視できないものであるにもかかわらず、政府部門が無視されたり、財政収支につ

いてはその均衡が仮定されることがしばしばである。この財政収支均衡の仮定が

単なる仮定であるか、あるいは最適条件から導出されるものであるかという問題

は、それらの分析においてきわめて重要である。そこで本論文では、政府部門を

明示的に含んだ小国開放経済の新古典派成長モデルを用いて、社会的に最適な財

政収支と経常収支及び貿易収支の勤学分析を行う。その分析の結果として均衡財

政が最適条件より導出されれば、その仮定が動学的最適化の分析において意義あ

ることの、ひとつの証明となるであろう。

我々はBlanchardandFischer（1989）で用いられているモデルに政府部門を

導入し、社会的に最適な財政収支と経常収支及び貿易収支の勤学分析を行う。第

２節ではモデルについて説明し、第３節では投資の調整費用が存在しないケース

を分析し、第４節ではそれが存在するケースを分析し、第５節では結論をまとめ

ることにする。
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２．モデル

中央計画当局が第０期における代表的家計の厚生を、制約条件の下で最大化す

ることを仮定する。代表的家計の瞬時的効用関数は

(2.1）"t＝〃（c:，，`）

である。ｑは消費であり、９１は政府支出である！)。右下の添字ｔは時間を示して

いる。この効用関数は非負であり、強い凹関数であって

０＜〃１，ｚU２ｚ411,Ｗ２２＜０

:;:ﾙﾙｰ灘胸>,Ⅲ｢均
を仮定する2)。無限期間モデルを仮定すると、代表的家計の厚生は、それの消費

と政府支出の効用の総現在価値となり、

ｒ zU（c:’９t）ｃ－０ｌｄｔ (2.2）

となる。Ｏは時間選好率あるいは主観的割引率であり、所与の正の値をとると仮

定する。制約条件は、対外債務ストック、資本ストック、そして政府債務（＝国

債）ストックの各々と、フローの変数の関係を示す式であり、

●

Ｅ＝ｃ,＋it＋9k＋砺一／(ﾉｾ,） (2.3）

(2.4）

(2.5）

A2ﾋﾞｰﾑ

Ｂ'＝’8＋ｄＢｌ－口

である。Ｅは対外債務ストック、ｈ`は資本ストック、Ｂ'は政府債務ストックで

あり、対外取引は対外債務ですべて決済され、政府債務はすべて国内で取引され
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ろ。／‘は純投資であり、可は一括税であって所与と仮定する。／(ん`）は生産関数

であり、国民所得に相当し、非負で強い凹関数であって、稲田条件

/(O）＝0,／，(０）＝。｡，／,(｡｡）＝0

を満足する。小国の仮定より自国利子率と外国利子率は所与で等しく、また０

と等しいと仮定する3)。

我々の解くべき動学的最適化の問題は、以下のようにまとめられる。

…い(cルー．`｡’
●

s､Ｍ７}＝ｃ`＋it＋,,＋肌一／(ん`）

虎！＝Ｚｔ

Ｂｔ＝,,＋日Br－月

F８，Ａ８０，Bogiven,巧＝てb＝const．

ct，ｉ１，，`，Ｅ，ﾉb,，Ｂ,，月≧Ｏｆｏｒａｌｌｔ

制御変数はc,，ｉ'’９$であり、状態変数はＥ’ん`，Ｂ１である。各々の変数は１人

当たりのものであるが、人口成長はないものと仮定し、現時点（０時点）での人

口を１とする。また以下の分析では特に必要を認めない限り、右下の添字ｔは省

略する。
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3．投資の調整費用が存在しないケース

このケースにおけるハミルトニアンは、－α,β，γを共役変数とすると

Ｈ＝〃(c,,)－α{c＋j＋９＋ａＦ－／(ん)｝

＋βi＋γ(,＋ＯＢ－て）

である。最適のための条件は

〃０
０

β
０

棚
一
〃
朋
一
肱
班
一
冊

十
０

０
０

０
０

０
α

β
γ

朋
一
仇
朋
一
両
肌
一
匁

・
ａ

・
β

・
γ

.．〃,＝α（3.1）
●

.．α＝β（３２）
●

.．〃2＝α－γ4）（３３）
●

.．α＝const．（３４）
●

(３５）

.．γ＝const．（３６）
●

lim（－αF)ｅ-0'＝０
[→ｃｂ

(３７）

limβ々e-o`＝O
f→函

(３８）

ｌｉｍ７Ｂｅ－０ｌ＝０
t→ｃｃ

(３９）

となる。αとγが一定の値となるので、ｃと９は一定の値となり、またαとβが

等しいことより

●

β＝二β０－Cu/，＝α(０－/，）＝０
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となり、

０＝／，

となるので、虎も一定の値となる。よってｉはゼロとなる。以上の結果をまとめ

ると

c，,，α，β，７，虎＝const.，！＝０

となる。これにより財政収支と経常収支及び貿易収支の動学分析が可能となる。

財政収支をBBK、経常収支をCAZ、貿易収支をＴＢ`とすると

ＢＢｔ＝Ｂ【＝９２＋aBt－てｂ

ＣＡ`＝－F>＝／(AB`)＿ct-i`－９`＿既

ＴＢ:＝／(ん,)－９－i,－９t

となる。最初に財政収支の動学分析を行う。

財政収支の式より

Ｂ[＝,！＋〃ノーＴｂ

として、両辺を積分すると

Ｂｏ－ｒ(巧-ルー,!`‘（3,｡）
が求められる5)。９tが一定であるので、９１＜巧のとき累積財政黒字が無限大と

なり、巧く９tのとき累積財政赤字が無限大となる。よって（3.10）式と横断面

の条件より

てｂ＝,【＝９。＝const．，Ｂ･＝０

となり、今期（０期）以前から一貫して財政収支が均衡している状態が社会的に
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最適となる。次に経常収支及び貿易収支の勤学分析を行う。経常収支の式より、

Ｅ＝－TBt＋肌

として両辺を積分すると

凡=rTB,｡－．m`’ （311）

が求められる6)。虎,，ｃ,，,`が一定でi`がゼロであるので、Ｏ＜ＴＢＩのとき累積

貿易黒字が無限大となり、ＴＢ`＜Ｏのとき累積貿易赤字が無限大となる。よって

(3.11）式と横断面の条件より

TB,＝ＴＢ｡＝０，Ｆb＝０

となり、今期（０期）以前から一貫して経常収支も貿易収支も均衡している状態

が社会的に最適となる。

4．投資の調整費用が存在するケース

このケースにおけるハミルトニアンは、－入，スq，γを共役変数とすると

Ｈ＝`(ｃｗ)－１{c+ｊ〔'+d〕+,+〃-/(ん)｝
＋Ｍ＋γ(,＋ＯＢ－て）

である。ゆは投資の調整費用であり

①＝｡(j/虎)，｡(O）＝０，０＜①',。，’

である。最適のための条件は

０一一

珊一比 .．〃,＝ス（４１）
●
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０
班
一
肋

朋
一
〃
０
９１
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０

０

０１

朋
一
磁
班
一
町
・
１

９１

Ｕ-1+`+全‘（42）
●

．.〃2＝スーγ7）（４３）
●

..､スーconst．（４４）

(4.5）

Ｈ'一器-0
1iｍ（－ｽFルー,'＝０
１→ｃｃ

.．γ＝const．（４６）
●

(４７）

(4.8）

(４９）

lim(Ｍｂ)ｅ-,`＝０
t→ＣＤ

ｌｉｍ７Ｂｅ－０`＝0
8→。◎

となる。スとγが一定の値となるので、ｃと９は一定の値となる。またスが一定

であるので、

(x`)='`={`,-''一(会陶｝
となり

(会形 (4.10）９＝９０－/'一
●

が求められる。以上より

c,9,入γ=const.

の結果が得られる。これより財政収支の勤学分析が可能となる。前節同様財政収

支を定義して
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Ｂ・=｣;ルルー゜慨
が求められる。９１が一定であるので、前節同様（3.10）式と横断面の条件により

巧＝９ｔ＝９。＝const．，Ｂ・＝０

となり、今期（０期）以前から一貫して財政収支が均衡している状態が社会的に

最適となる。

次に経常収支及び貿易収支の動学分析を行う。そのためにはj'ん，ｑの関係を

分析しなければならない8)。（４２）式より

９＝11．(j/A2)，Ｗ(0）＝１，０＜Ｗ'9） (4.11）

の関数を定義する。この逆関数をj/々＝ｐ(9)と定義すると

ノセーｊ＝〃(9)，p(1)＝０，０＜①’

となる。またこの式を（410）式へ代入して

‘＝９０－''－９０(9)2｡，

(412）

(4.10,）

を得る。ｉ，Ａ８，ｑの関係は（412）式と（4.10'）式の連立微分方程式の位相図を

描くことにより明らかになる。定常状態（｡虎/dr＝ｄ９/αZ＝Ｏ）においては

9＊＝１，０＝′，(ん*）

となり、この近傍の状態を分析する。上付添字＊は均衡値を意味する。

虎＝帥(q）＝Ｆ(ん,９）＝Ｏ

‘＝Ｏｑ－ｆ'＝Ｇ(ん,９）＝Ｏ

とおくと
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①(の ｐ(1)

器L。

一一

母一Ｅｖ－ ＝０
帥'(9)￣ ん*p，(1)

/，，(ん*）

功
一
肋

ｑ
ｌ
Ｑ

ザ’０ ＜０
０

。＝0

となるので図４－１の様に位相図が描かれ、均衡点が鞍点になることがわかる。

右下の添字はその変数による偏導関数であることを示している。また代数的にも、

線形近似の式が

ツル’I:Ⅱ(㈹
となり、係数行列式を△とおくと

△＝／"(ん*)んや，(1)＜0

となることから鞍点が証明される。最適条件より虎，９は安定経路上を移動し、

虎の値が均衡値より小さい場合には、たが増加して９が減少して／が正、大きい

場合にはたが減少してｑが増加してノが負となる。経常収支と貿易収支は

CA,=-FＷ〃Q-町〔Ｗ〕 -9,-0F）

TB,=ノルq-4〔ｗ]-,‘

と定義され、前節同様

Ｅ＝－TBt＋既

とおくと
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ＦＭ~凪｡-．'`’
の（3.11）式が求められる。この式は対外債務の初期値によって、貿易収支の動

学が制約きれることを意味している。ｉが正のケースに限定すると、貿易収支の

勤学は図４－２の様になる。／(ん)－f〔1＋の〕の値は、時間の経過とともにABの

値が増加してゆくと、′(ん）の値が大きくなり、ｄの値が小さくなるので増加し、

c＋，の値は一定なので、社会的に最適な貿易収支は最初は赤字、その後黒字と

なる。（3.11）式より、累積貿易黒字の大きさは対外債務の初期値により制約さ

れる。我々のモデルでは経常収支の動学は分析できない。
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５．おわりに

我々のモデルにおける分析結果は以下の様にまとめられる。

（１）投資の調整費用が存在しないケース

ｉ）財政収支均衡

ｉｉ）経常収支及び貿易収支均衡

(Ⅱ）投資の調整費用が存在するケース

ｉ）財政収支均衡

ｉｉ）貿易収支は赤字から黒字へ（純投資正）

投資の調整費用の有無にかかわらず、社会的に最適な財政収支の状態は、常に均

衡している状態であることが証明された。一括税が所与という仮定は、それが政

策変数であり初期値が与えられると考えれば、この結論の一括税のモデルでの一

般性は高まるであろう。一括税のモデルにおける財政収支均衡の仮定は、最適条

件に裏付けられた根拠のある仮定であることが示されたことになる。また、投資

の調整費用の有無により、社会的に最適な経常収支と貿易収支の動学が異なって

くることも、興味深い結論である。今後の課題としては、定率税のケース、内生

的成長モデルのケースが考えられるだろう。

数学付録１

Ｂ(＝鉛十冊ｔ－ｚｂ

の両辺にｅ‐`tをかけて積分すると

〃ルー鍬`'一ｒ(,川)｡-“``+ｒ冊,内‘

－３２４－
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となる。左辺に部分積分の公式を適用すると

ｒルー``腓〔B,．-`]『-」Fa(-化-,Ｍ

＝O-Bo+ｒＢﾙｰ,物

となるので

Ｂ･=ルー,ﾙｰ剛`’
が求められる。

数学付録２

Ｅ＝－ＴＢ,＋0F）

の両辺にｅ-0$をかけて積分すると

」;~ルー．```－－ﾉ;~町````+ｒ岬-```’
となる。左辺に部分積分の公式を適用すると

ｒ〃,``'=〔〃．!]ｒ－ｒＥ(-化－．Ｍ

＝Ｍ+ｒｗ``：

となるので

E-rTB1e-．``‘
が求められる。
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注

１）我々のモデルは合成財のモデルであり、民間部門と政府部門の供給する財は同質である。

２）ヅ!＝伽/沈川`2＝伽/０９Ｍ`,,＝０２図/0Ｃｆ，〃22＝022`/町Ｆ

〃12＝０２"/DCI６９，，〃2,＝０２"/ｏ９ｌａＣｌである。

３）利子率がｅより小さければ、最適消費と最適政府支出はゼロに収束し、大きければプラ

ス無限大に発散する。

４）０＜〃2よりγ＜αである。

５）導出方法は数学付録１を参照。

６）導出方法は数学付録２を参照。

７）０＜ZZ2よりγ＜スである。

８）以下の分析方法はBlanchardandFischer（1989）chap2を参照。

９）Ｗ，＝２．，＋(j/Az)の，，となり、０＜○，，①"であるので正となる。
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